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図4 RASp21信号伝達の主経路 (MAPキナーゼカスケー ド)
15
表4 ヒト癌抑制遺伝子
遺伝子 染色体部位 蛋白質(KD) 局 在 機 能 関係するヒ ト癌 遺 伝 病
RB 13q14.2 105 核 転写制御 RB.骨肉腫.肺癌 家族性 RB
p53 17p13.1 53 核 転写制御 大腸癌.乳癌.肺癌. LH=raumeni症候群
WT-1DCC 11p138q21.3 50>8 核膜 転写制御接着因子 ? 腎芽腫大腸癌 ウイルムス腫癌Denys-Drash症候群?
Ape 5q21 310 膿 細胞骨格 大腸癌.胃癌 家族性大腸ポリポーシス
lRF-1 5q31.1 36 核 転写制御 白血病.MDS ?
VHL 3p26 >31 膜? ? 腎癌 von-HippeトLindau病
NF-12 17q11222 30065 細胞質細胞骨格 RAS制御? 黒色腫.神経芽腫髄膜 鞘 神経線維腫症 l型(vonRecklinghausen症候群)
MTS-1 9p21 16 ′ 細胞周期 脳腫嫉.黒色腫.腸痛 多重癌
MTS-2 9p21 15 核 細胞周期 ? ?
Wa〃Cip ? 21 核 細胞周期 ? ?
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してお り､また紙面の都合で割愛 したアポ トーシ
ス､免疫関連､不死化等も含め､この分野は今も急
激な展開を遂げつつある｡
最後にこの分野の判りやすい解説として､黒木東大
名誉教授による文献IO)を一読されることをお勧めし
たい｡
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